
令和5年度 宮城県南郷高等学校「学校運営方針」

目指す
生徒像 教 育 目 標

教育基本法及び宮城県教育基本方針に基づき，「礼譲和協」の校訓にふさわし
く，地域社会の発展に貢献できる人材を育成する。

校  訓

礼 譲 和 協

礼：高い規範意識を持ち礼儀作法を重んじ，敬意をもって接する人となる。
譲：相手の立場に立って物事を考え行動する人となる。
和：友情を育み，健全な人間関係を築く人となる。
協：仲間を助け支え合うことで，自らを高めていく人となる。

1.志教育を推進し,第一希望の
進路を達成できるよう支援す
る。
2.自己理解を深め，進路適性
を多角的に把握し，進路目標
の早期決定と希望進路の実現
を計画的・組織的に指導支援
する。
3.生徒一人一人の特性に応じ
たキャリア教育を実践し,社会
的自立を支援する。
4.SDGsの達成を意識させ,一人
の人間は社会（世界）の一員
であることを意識させる。

1.授業の質を向上させ，学習
の習慣化を図り，基礎学力の
定着を図る。
2.生徒個々の学力に応じて発
展的な学習や学び直し的な学
習の指導を行い，学力の向上
を図る｡
3.生活適応支援員の配置で，
授業に集中できる授業展開を
目指す。
4.通級による指導の理解と校
内支援体制の確立を目指す。

1.諸活動を通して互いに学び
合い，助け合う人間関係の構
築とコミュニケーション能力
の育成を図る。
2.様々なボランティア活動を
学校あげて推進し，命の大切
さと奉仕の精神を養う。
3.日常生活の中から，礼節を
重んじる心と粘り強く生き抜
く力を育て自己有用感や自己
存在感を高める。

1.ホームページや学校通信な
どにより積極的に情報公開
し，一層地域に開かれた学校
を目指す｡
2.家庭や地域と連携し，防災
教育・安全教育を推進する。
3.ボランティア活動を通し
て，学校の特色と魅力を積極
的にＰＲする。
4．関係機関との連携
5．中学校訪問の実施

教育方針 経営方針 学科目標
1. 生涯にわたり自ら学ぶ意
欲・関心の喚起，またその態
度の育成のための，基礎・基
本を重視した学習指導を行
う。
2. 個性の伸長と心豊かな人
間性の涵養のためのきめ細か
な生活指導を行う。
3. 地域社会に貢献できる基
礎的専門知識・技能を持った
人材を育成する。

  学校教育目標及び重点目標を達成するため
に，以下の方針で令和5年度の学校運営を行
うこととする。

【普通科】
  生徒一人一人の能力や適性に
応じ，基礎的・基本的な知識を
習得させ社会人として必要な能
力と態度を育てる。
【産業技術科】
  産業社会の農業・工業・商業
等に関する基礎的・基本的な知
識と技術を修得させ，これらの
業務に従事する職業人として必
要な能力と態度を育てる。

  1. 志教育を推進する学校づくり
 
  2. 特色と魅力ある学校づくり

  3. いのちと個性を大切にする学校づくり

  4. 地域とつながる学校づくり

学校重点目標

個に応じたキャリア教育の実
践と希望進路実現

魅力ある授業の推進による基
礎学力の定着・向上

多様な行事と活動を通じて，
豊かな人間性の育成

地域に根ざし，開かれた学校
づくりと生徒数の安定確保

　少人数規模の状況を理解した上で，職員一人一人のアイディアをもとに,生徒にとって学校生活を充実したものにする
ため,我々教員は未来を担う生徒の生命を守り，学びを保障しながら,生徒の育成に全力を注ぐ必要がある。創立９０周年
を越える「伝統ある南郷高校」として，地域に信頼されてきた学校の存在価値を少人数でも可能な限り継続できる学校を
目指し，さらに生徒一人一人の個性を尊重しながら寄り添い,社会に貢献する生徒の育成のため，職員間の共通理解に基
づいた協働体制の整備と,他の学校にはない喜びと夢がある学校生活の実現のため，我々職員も楽しみながら努めて頂き
たい。
【フラワーサービスプロジェクト・大崎耕土「世界農業遺産」支援プロジェクト　通級による指導体制の確立　３校統合業務　】

１ 学級経営力　２ 学習指導力　３ 生活指導力　４ 研究・修養　５ 校務処理力　６ 部活動指導力

実践項目
1.進路目標実現に向けた進路
講話やガイダンスの実施
2.インターンシップの実施
3.地元企業との連携
4.低学年からの大学・専門学
校見学会，模擬講義，会社見
学会の実施
5.就職支援担当教員等による
積極的な進路相談や丁寧な模
擬面接指導
6.オープンキャンパスや会社
訪問，就職面接会への積極的
な参加
7.進路通信による情報提供
8.資格取得の奨励
9.「魅力ある県立高校づく
り」の積極的活用

1.数学・英語のT･T習熟度別
授業展開による丁寧な指導
2.宿題と評価を結び付け学習
意欲の向上と習慣化を図る。
3.実力テストの実施と分析に
よる授業の改善
4.校内研修の充実，研究授業
の実施
5.授業公開の積極的実施
6.授業時間の確保
7.進学・就職課外講習
8.タブレット端末等を活用し
たICT教育の推進
9.生活適応支援員の活用
10.通級担当職員の活用と通
級による指導体制の確立

1.みやぎ高校生マナーアップ
運動の組織的な推進
2.家庭と連携し,欠席,遅刻,
無断早退の防止指導
3.生徒会や農業クラブ活動の
活性化
4.フラワーサービスプロジェ
クト・世界農業遺産支援プロ
ジェクトによるボランティア
活動の推進
5.放課後の時間を有効活用
し,部活動の活性化を図る。
6.各種講話（交通安全行事，
薬物乱用防止，ネット被害未
然防止，性教育等）の実施
7.SC,SSW,生活適応支援員の
活用による心のケアや不登
校,いじめ等への校内体制の
確立

1.基本的生活習慣の確立（挨
拶と身だしなみ）
2.PTA，同窓会，地域社会との
連携強化
3.学校公開・授業公開の実
施，学校図書館の開放
4.学校評議員制度活用と学校
評価による改善
5.学校通信の発行･ホームペー
ジの充実による広報活動の推
進
6.学校説明会の充実，中学校
との連携強化
7.地域主催行事への積極的参
加，協力
8.生命と安全確保を第一と
し，地域との絆を重視した防
災教育の推進
9.中学校訪問の積極的実施

教職員の資質・能力・力量の向上


